


Ⅰ　　研 究の成果　 (1000字 程度)

(図表 も含 めて分か りやす く記入 の こと)

　本研究 で は、超 臨界二酸化炭 素流体(scCO2)を 用いてポ リエチ レン(PE)非 晶領域 にポ リ

酢酸 ビニル(PVAc)を ブ レン ドし(PE／PVAc)、 その表 面を加水分解す ることで親水基 を導入

した(PE／PVAc-OH)。 その親水基 に生体適合性 に優れたホスホ リル コ リン(PC)基 を付加す る

ことに成功 した(PE／PVAc－PC)。

　バル クの構 造解析 と して小角．X線 散乱(SAXS)測

定 を行った(Fig．1)。PVAcをPEにscCO2を 用いて

ブ レン ドす ると、小角側(q＜0.3)で の強度 の増 大

を確認 した。この構造変化はラメラ繰 り返 し構造 間

の非晶領域がPVAcの 生起に より広がるこ とで起 き

る と考え られ、得 られたPE／PVAcの バル ク構 造は結

晶／非晶 から成 る ミクロ相分離構造であ ることが わ

かった。また表面で高分子反応 させて もバル クの構

造変化 は見 られず、相分離構造 を保持 してい るこ と

が わかった。

　表面の状態 を原子間力顕微鏡(側)位 相像 を用い

て評価 した。PE(Fig.2(ａ))は 、硬 い相(結 晶相 ：暗い

領域)お よび軟 らかい相(非 晶領域 ＝明 るい領域)を

有 した表 面である。PE／PVAc(Fig．2(b))は 生起 した

PVAcの ため明 るい相(PE非 晶＋PVAc非 晶か ら成 る領

域)が 増加 した。この結果はPＥ／PVAcが 結晶／非晶か

ら成 る ミク ロ相分離 した表面 を持っ こ とを示唆す

る。表面の高分子反応後においてもミク ロに相分離

した表面 を保持 してい るこ とがわかった。

　タンパク質吸着では、相分離 した表 面の親水性 が

増す とタ ンパ ク質の吸着 が抑 制 され るこ とがわか

った。疎水性表面であるPE／PVAcはPEに 比べて吸

着量が減少 した。ミクロ相分離 した表面構造はタ ン

パ ク質 の吸着 抑制に影響 を与 えるこ とわか った。

PE／PVAc-OHとPE／PVAc-PCで は ミクロ相分離の構造

が影響 しているかはまだ不明である。

　今後は細胞接着 な どの生物学的 な評価 を用 いて

相分離構造 の影 響を調べ る。
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Fig. 2 Tapping mode AFM 

images (phase image)
(a) PE, (b) PE/PVAc, (c) PE/PVAc-OH and 
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